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パフォーマンスルール①

出場条件
チーム構成

禁止事項

確認事項

●カテゴリー

①キッズ部門 （小学4年生以下）

②ジュニア部門 （小学5年生～中学3年生）

●出場条件

・世界大会出場経験のないチーム

・世界大会出場経験のあるメンバーが合計人数の過半数を占めないチーム

●チーム構成に関する注意事項

・メンバー構成が部門をまたぐ場合、最高齢のメンバーが該当する部門に"エントリー
（申込）"することとなる。

・メンバー構成において性別・人数は自由。

・同部門内にて、メンバーが他チームと重複してのエントリーは

・キッズ部門、ジュニア部門を重複してのエントリーは

●大会準備や運営の著しい妨げとなる行為を行った場合。

●施設使用ルールを守らなかった場合。

●他のチームの競技を意図的に妨げる行為を行った場合。

●ステージを汚したり、床を傷つけたりする素材のロープを使用した場合。

●公序良俗に反する行為を行った場合。

●空中で２回転する前方及び後方宙返りや、無謀なアクロバット技を行った場合。

●客席に危害が及ぶ行為を行った場合。

●演技後に舞台上の清掃が必要となる行為を行った場合。

●火気を使用した場合。（火、クラッカー等）

●パフォーマンス中にロープが破損した場合は、数チーム後に1度だけ、パフォーマン
スをやり直すことができる。

●パフォーマンス中にこれ以上演技させることが“危険”と判断された場合は、演技中に
関係なく音源を停止し、パフォーマンスを中止し失格とする。この中止後に再度演技を
行うことはできない。

●演技本番中に何らかのトラブルで事前に提出した音源と異なった音源が流れる(音飛
び ・雑音が紛れる等も含む)ことがあった場合、チーム代表者が音源トラブルを確認し
た 時点で挙手をし、更に演技を中止し「再演技」を申請することができる。最低10分
空 けた後に再度演技を行うことができる。この場合の競技得点は、やり直しを行った
方 の得点を採用する。

●卑猥な又は、汚い言葉が使われている音源は使用しないよう注意すること。

*6人チームの場合：出場経験があるメンバーが4人→ 、出場経験があるメンバーが3人→不可 可

不可。

不可

下記項目に該当すると実行委員会及び審査員がみなした場合、出場停止及び失格とす
る。
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パフォーマンスルール②

競技内容
ターニングスキ

ル・ジャンプスキル・エンターテイナー性・オリジナリティー性・クオリティー

開始・終了の合図

＜板付きの場合＞

＜音先の場合＞

ロープ

衣　装

音　楽

アクロバット技

チームメンバー全員で、音楽に合わせて創作ダブルダッチパフォーマンスを行い、
を競い合う。

パフォーマンス開始方法には、

①ステージ上でパフォーマンス開始の準備ができた後に、チーム代表者が

　舞台担当者に手を挙げて準備完了の合図を出す。

②音響担当者が音楽を流し始める。

③音楽が始まった時点でパフォーマンス開始とする。

④音楽が終了した時点でパフォーマンス終了とする。

①ステージ外にて、パフォーマンス開始の準備ができた後に、チーム代表

　者が舞台担当者に手を挙げて準備完了の合図を出す。

②音響担当者が音楽を流し始める。

③音楽が始まった時点でパフォーマンス開始とする。

④音楽が終了した時点でパフォーマンス終了とする。

●公序良俗に反しない衣装を着用すること。

●本番用衣装を必ず事前に着用して、安全性を確認すること。

●パフォーマンス用音楽は、編集効果（フェードアウトやエコー等）で終わ

　わる音も含めて、規定時間内に編集して、MP3形式で運営に事前提出する。

●提出方法などの詳細は、エントリー手続き中にチーム代表者へ通知する。

●競技開始後の音源トラブルに関しては、大会ルール「確認事項」を参照。

本大会では、アクロバット技を次のように定義する。

体操競技・ブレイクダンス・サーカス等で行われている、宙返りをする技や、

足以外の部位を使用してジャンプを行う技（プッシュアップ、ドンキー、シ

フト等）のこと。2人組で行う組技も含む。

●アクロバット技を行う場合は、専門家から安全な練習方法を学び、安全に

　計画的に練習すること。

●アクロバット技を行い、助走・踏切・宙返り・着地などにおいて、余裕が

　なく審査員が一人でも危険と判断した場合は、順位に関係なく失

　格とする。

※大会ルール「確認事項」を参照。

パフォーマンス時間については、キッズ部門、ジュニア部門共に３分以内とする。

板付き 音先

板付き

音先

と の２つがある。

：ステージ上に待機してから音楽を流し、パフォーマンスを開始。

：音楽を先に流してからステージに登場して、パフォーマンスを開始。

コットン製・ポリエステル製のロープが
使用できる。上記に該当しない素材のロープは使用できません。
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パフォーマンス審査方法

ターニングスキル

ジャンプスキル

エンターテイナー

オリジナリティー

クオリティー 

ダブルダッチのロープを回すスキルを評価し、審査する。特に、「ターニ
ングの安定感・リズム感」「ロープがたるまない綺麗さ」を中心に、
各技（ターナーチェンジ、ロープトリック）の習得レベルを審査する。

ダブルダッチのロープの中で行われるジャンプのスキルを評価し、
審査する。特に、「ジャンプの安定感」「多彩な跳び方」を中心に、
各技（ジャンプトリック、アクロバットなど）の習得レベルを審査する。

音楽、構成、衣装・ビジュアル、存在感が一体となり、パフォーマンス全
体の魅力と世界観をどれだけ高めているかを評価する。各要素の連動性と
統一感、そして観客に「目が離せない」「記憶に残る」と感じさせる総合
的なエンターテインメント性を重視し、審査する。

チームの特色、他のチームにはない観客を引きつける独自の技、演出や曲
の使用法を審査する。特に「これまでに行われていない、もしくはあまり
行われていないロープトリックやジャンパートリック」「スピードステッ
プ」「技の組み合わせ方」「新しい見せ方」などを中心に、表現されるそ
れぞれの個性を審査する。

一つのパフォーマンスとしての完成度を審査する。特に「パフォーマンス
全体を通した演技の安定感」「ダンスなど複数人で行う演技・技は統一さ
れているか」「ミスがない」などを中心に全体の熟練度・成熟度を審査
し、難易度に応じて評価する。

【表彰】

【得点方法】

【パフォーマンスステージの広さ】

　・部門ごとに以下に示す賞を設け、各審査員の協議のもと、受賞チームを表彰する。

　・賞の数が出場チーム数を上回る場合、1チームに複数の賞が渡ることがある。

　　☆ターニングスキル賞 ：ターニングスキルの高かったチームに授与

　　☆ジャンプスキル賞 ：ジャンプスキルの高かったチームに授与

　　☆エンターテイナー賞 ：エンターテインメント性の高かったチームに授与

　　☆オリジナリティー賞 ：オリジナリティー性の高かったチームに授与

　　☆クオリティー賞 ：クオリティの高かったチームに授与

　　☆ゲストジャッジ賞 ：ゲスト審査員の印象に残ったチームに授与

　　☆ベストパフォーマンス賞 ：上記審査方法を踏まえ、総合的に評価の高かったチームに授与

　　☆MVPプレイヤー賞 ：最も印象に残ったプレイヤーに授与（各部門1人）

　　奥行き７．２ｍ×幅１４ｍ

　・本大会では得点による審査は行わず、各項目の審査員の判断・協議のもと表彰チームのみ決定す
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